
平成１９年度 海岸工学委員会幹事会（第１回） 議事録（案） 
 
１．日 時：平成１９年９月２６日（木）１４：００～１６：１０ 
２．場 所：土木学会２階 A 会議室 
３．出席者：磯部委員長，佐藤幹事長，岡安，栗山，榊山，重松，清水（代理：関本），木

村（代理：宮武），後藤，福濱，武若，田中，富田（代理：辰巳），中山，間瀬，村上，

森（議事録），由比，横木  （敬称略） 
 
議事 
 
１．前回議事録の確認 
２．報告事項（佐藤幹事長） 

・ 土木学会の海岸工学委員会に対する評価について報告が行われた．海岸工学委員会

は，評価３項目全て A の評価を受けた． 
３．海岸工学論文集（第 54 巻）について（間瀬論文編集小委員会委員長） 

・ 間瀬小委員長より，海岸工学論文賞選考方法について報告が行われた．あわせて今

年度の受賞候補論文３編について報告があった．来年度以降も，論文賞は状況に応

じて２～４編の幅を持たせつつ約３編に授与する．また，受賞論文については

Coastal Engineering Journal への投稿を強く依頼することが承認された． 
・ 横木委員より，査読方法の改善案，論文受付システムの改善案および運営時の注意

事項について報告が行われた． 
・ 論文集の価格は約 5000 円，著者負担金については従来通りとすることが承認され

た． 
４．第 54 回海岸工学講演会について（村上委員） 

・ 宮崎で開催される第 54 回海岸工学講演会の準備状況について報告が行われた． 
５．第 55 回海岸工学講演会の準備状況（由比委員） 

・ 富山市で開催される予定の第 55 回海岸工学講演会の準備状況について報告が行わ

れた．予算案，富山国際会議場の予約および周囲の状況について説明が行われた． 
６．第 56 回海岸工学講演会について（佐藤幹事長） 

・ 北関東（茨城県方面）で実施する方向で検討する．具体的な場所については次回に

決定する． 
７．Coastal Engineering Journal（武若委員） 

・ CEJ の購読，投稿状況および CEJ Award について報告が行われた．2006 年度の

CEJ Award については該当論文無しとの報告が行われた． 
８．小委員会・WG 活動状況 

８．１ 津波被害推定ならびに軽減技術研究小委員会（辰巳代理） 



・ 平成１９・２０年度（第３期）の活動概要と計画について報告が行われた．幹

事長より第３期で完結するように活動を進めることとの確認があった． 
８．２ 沿岸域研究連携推進小委員会（田中副小委員長） 

・ ８月に静岡県で実施された離岸流体験調査結果の報告が行われた． 
・ 「沿環連」の会則整備についての報告が行われた． 

８．３ 数値波動水槽研究小委員会（後藤小委員長） 
・ 小委員会の立ち上げと今後の活動状況について報告が行われた． 

８．４ 広報小委員会（武若小委員長） 
・ 新小委員会メンバーの紹介，活動状況について報告が行われた． 
・ 土木学会情報資料部門土木図書委員会より問い合わせのある海岸工学論文集

のインターネット上の公開について対応案が紹介された．発行後２年を経てか

ら公開する方向で検討する． 
８．５ 地球温暖化適応策検討小委員会（横木委員） 

・ 地球温暖化適応策検討小委員会立ち上げの趣旨，構成メンバー，実施予定期間，

検討方向について報告が行われた． 
９．第 44 回水工学に関する夏期研修会の報告（岩西，岡安委員） 

・ 参加者数（A コース 105 名, B コース 88 名）の報告が行われた． 
・ 来年度は関東で実施し，岡安委員が運営を担当する．テーマについてはこれか

ら検討し，テキストの事前配布についても検討する．  
１０． その他 

・ APAC2007 の参加報告が行われた．2009 年はシンガポールで開催予定．（佐藤

幹事長） 
・ Coastal Dynamics 2009 の準備状況の報告．（佐藤幹事長） 
・ 土木学会会長特別委員会について．（佐藤幹事長） 
・ 海岸工学委員会がおかれている状況と検討・貢献すべき事項についての説明が

行われた（磯部委員長） 
 

以上 


